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授業を考える前に…

▪ 授業を考える際にすぐに使えるものとして



授業を考える前に…



授業を考える前に…

リニューアルされた本研究会
HPでは過去の紀要が見られ
ます。これまでの研究、指導
案を見ることができます。



授業を考える前に…



授業を考える前に…



授業を考える前に…



授業を考える前に…



授業を考える前に… 「課題探究的な学習の指導展開例」
過去の冊子と合わせると、実践例は多く

札幌市教育課程編成の手引き
市内小学校に配付されているもので
ダウンロードなどはできません。



授業を考える前に… 学習指導要領に関わって



授業を考える前に…

「見方・考え方」を働かせて

教師も「見方・考え方」を働かせると、
主体的な子どもの姿を生む理科授

業になります。



授業を考える前に…

平成28年5月28日
教育課程部会 理科ワーキンググループ



授業を考える前に…

6年生

3年生

比較する。

4年生

関係付ける。
比較する。

5年生

条件を制御する。
関係付ける
比較する。

多面的に考える。
条件を制御する。
関係付ける
比較する。

「比較する。」考え方が理科の中で基本的な考え方に



授業を考える前に…

「比較する。」考え方が理科の中で基本的な考え方に

例えば、冷蔵庫を買い替えようと思った時…



授業を考える前に…

理科の見方・考え方のコーナー | ACTIVE10 アクティブ10 理科｜NHK for School

このサイトを参考にして
みてください。

https://www.nhk.or.jp/school/rika/active10/origin/mikata.html


授業を考える前に…

理科の見方・考え方のコーナー |
ACTIVE10 アクティブ10 理科｜NHK for 
School

https://www.nhk.or.jp/school/rika/active10/origin/mikata.html
https://www.nhk.or.jp/school/rika/active10/origin/mikata.html


主体的な子どもの姿を引
き出すために

〇教科書を読む

〇子どもの「～したい」を考える



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

4年生 電流のはたらき



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

かん電池と何かをつなぐ…。
前に同じようなことを学ん
だね。

3年生の時に、かん電池と豆
電球をつないだよ。明かりの
つくつなぎ方をみつけたね。

回路ができれば、電気が
通って、明かりがついたね。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

電流のはたらきについて、これまでに
学んだことや経験したことをもとに、
理由をつけて予想し、調べていきま
しょう。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

3年生の時に、かん

電池と豆電球をつないだよ。
明かりのつくつなぎ方をみ
つけたね。

電流のはたらきについて、これま
でに学んだことや経験
したことをもとに、理由をつけて

予想し、調べていきましょう。

子どもの生活経験や周囲の環境、同じ領域の学習を考えます。
それがその学習での子どもの考えの源になることがわかります。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

5年生「流れる水のはたらき」、6年生「大地のつくり」
山や川が近くにある地域に住む子とそうじゃない地域に住む子とでは同じ資料を見ても、考
えることは変わります。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

Google earthなどを用いて、経験にないものを補うことも



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

3年生 じしゃくにつけよう

こんな子、いませんか？
つく物を探す問題なのに
※紙などを間に挟めて物をつけている。
※ハサミの柄や椅子のカバーなどにつけている。
※近くの子と磁石同士をつけて、同極同士が退け合うのを
楽しんでいる子

といったように、鉄その物につけていないような子



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

単元全体の流れと同時に、「問題」と「まとめ」
だけを追っていってみましょう。

3年生 じしゃくにつけよう



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

教育課程編成の手引きでは、
教科書に基づいて作られてい
るので、「問題」「まとめ」
だけを追っていきやすくなっ
ています。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

主語が磁石につく、つかない「物」から「磁石」に変化

どんな物が、じしゃくにつくのだろうか。

鉄は、じしゃくにつく。金属でも、アルミニウム
やどうは、じしゃくにつかない。紙や木などは
つかない。

じしゃくは、はなれていても、鉄を引き付け

るのだろうか。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

どんな物が、じしゃくにつくのだろうか。

鉄は、じしゃくにつく。金属でも、アルミニウムやどうは、じしゃくに

つかない。紙、～木などはつかない。

じしゃくは、はなれていても、鉄を引き付ける
のだろうか。

主語の変化に伴い、述語も変化



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

どんな物が、じしゃくにつくのだろうか。

→磁石を手に、磁石につく物を直接つけている子どもの活動

じしゃくは、はなれていても、鉄を引き付けるのだろうか。

→鉄に磁石を徐々に近づけるなどして、鉄を引き付ける子どもの活動

２つの問題に大きな違いがあることがわかる。
前の問題から次の問題へと子どもの活動が自然につながるためには…。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

どんな物が、じしゃくにつくのだろうか。

「次の問題」につながる活動をする子どもが鍵になることが見えてくる。

机や椅子の金属部分につけている子ども
と

塗装部分やカバー越しにつけている子ども

どんなものが磁石につくのかと
探している過程で、間に何かを
挟んでつけている子ども



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

それぞれの問題の大きな違いを捉えられるようにします。
そこで、次の問題に向かうための子どもの活動を想定します。

こんな子、いませんか？
つく物を探す問題なのに
※紙などを間に挟めて物をつけている。
※ハサミの柄や椅子のカバーなどにつけている。
※近くのこと磁石同士をつけて、異極同士が退け合うのを
楽しんでいる子

といったように、鉄その物につけていないような子が次の
問題に向かうために大事になる。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～



主体的な子どもの姿を引き出すために ～教科書を読む～

教科書の使い方や表記の意図などについて 各学年観察実験器具の一覧表



主体的な子どもの姿を引き出すために ～子どもの「～したい」を考える～

3年生 ６年生

挑戦してみたい！ 明らかにしてみたい！

もっと遠くへ！
もっと速くしたい！
大きく育てたい！

調整したい！
きまりを明らかにしたい！
要因を明らかにしたい！



主体的な子どもの姿を引き出すために ～子どもの「～したい」を考える～

ゴムをどのくらい引けば多目的
室のはじまで車が動くのかな。



主体的な子どもの姿を引き出すために ～子どもの「～したい」を考える～

3年生 ６年生

挑戦してみたい！ 明らかにしてみたい！

4年生「もののあたたまり方」

水全体を温めよう
５年生「ふりこ」

１秒ふりこをつくろう

６年生「てこのはたらき」

軽いもので重い物を持
ちあげよう

それぞれの単元、活動の中心、軸となる目的をつくります。すると、子ども
の活動に工夫などの試行錯誤が生まれます。



教師の関わり

〇活動前の子どもへの発問

〇活動中の子どもへの関わり

〇活動あとの子どもへの発問

〇「どうして」の使い方

〇板書



教師の関わり ～活動前の子どもへの発問～

どうすればいいと
どうなると

思うのかな？

活動に対する子どもの見通しを引き出す発問

子どもは自身がもつ経験や生活環境、これまでの学習から見通しをもちます。
そこで、子どもの見通しを引き出す発問をします。

～すればいいと思うよ。
～になると思うよ。



教師の関わり ～活動前の子どもへの発問～

どうして
～すればいいと
～になると

思うのかな？

見通しの根拠を問う発問

引き出した見通しに対して、その根拠を問う発問をします。
「だって！」という言葉に続く、子どもの考えを引き出します。

だって！



教師の関わり ～活動前の子どもへの発問～

ここまでの関わりから引き出したことを板書に位置付けるとともに、ノートに
書く習慣ができるようにすると、活動中、後の子どもの思考を広げられます。

～すればいいと思うよ。
～になると思うよ。

だって！



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

3年生 「じしゃくにつけよう」



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

どんな声をかけますか？



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

子どもの活動に対する工夫の理由について聞きます。その上で、得られた結果
について、どう判断するのか（どう考えるのか）を促します。

黒板に磁石で紙を貼ってもつくから、
ここでもやってみたの

間に何かあっても、磁石のパワーが
届くんだよ。

どうして、磁石と鉄の間に
紙を挟もうと思ったの？

紙があるのにつくって、
どういうことだと思うの？



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

塩酸に溶かしたアルミニウムが白い粉になって出てきた。
その粉が元のアルミニウムかどうかと水に溶かしてみた子ども

活動の結果に対する子どもの判断

６年生 「水溶液の性質とはたらき」



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

塩酸に溶かしたアルミニウムが白い粉になって出てきた。
その粉が元のアルミニウムかどうかと水に溶かした子ども

子どもの判断について聞きます。そして、判断の根拠を引き出します。

（子どもがしたことや結果を聞いた上で）
どうしてそう思ったの？



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

どれだけゴムを引いたの？
次も同じところに車を止めるためには
どうすればいいの？

先生、思っていたところに
車を止められたよ！

3年生 「風やゴムで動かそう」



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

子どもの活動を数値に置き換えるような関わり
をすることで、子ども自らがその活動に工夫を
し始めます。

3年生だと、板何枚分などというように、
学年に応じた数値の表し方でよいです。

植物であれば、丈だけではなく、葉の枚数
や大きさなどということも表せます。



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

活動中に関わって引き出した言葉、また、その工夫は近くの子や全体にその
場で聞こえるように伝えたり、投影機に写したりして広げます。それにより、
子どもの活動と思考はさらに深まったり、広がったりします。



教師の関わり ～活動中の子どもへの関わり～

活動中は、実験結果を見てしまいますが、子どものしていることを見て、その工夫
や判断について聞く関わりをします。すると、子どもは根拠をもって答えてくれる
ようになります。それは、思っていたような結果にならないことについてもです。



教師の関わり ～活動後の子どもへの発問～

思っていた通りだった？

「思っていた通りだった？」と見通しとの比較を促す発問をすることで、まずは
自身の結果について引き出します。

活動に対する見通しとの比較

思っていた通りだったよ。
～になったよ。

思っていた通りじゃなかったよ。
～になっちゃった。



教師の関わり ～活動後の子どもへの発問～

結果のみを話していくことは、できたかできなかったかに話が終始することになりま
す。大切なことは、その結果から子どもが何を考えたかです。そこで、活動の中での
子どもたちの工夫や判断について、活動中の関わりを基に、発問していきます。

どうして
～をしたの？

～と思ったの（考えたの？）

だって、～と思ったのは、
…になるからだよ。

～したのは、
…だからだよ。

子どもの考えを引き出す発問



教師の関わり ～活動後の子どもへの発問～

工夫やその結果について、全体で共有する発問も有効です。それにより、言葉で
終始するのではなく、目の前の物や結果を見返せるようにします。

Aさんは～って言ってるけど、みんなはどうなってる？
Bさんのやったようにできるかな？

私も同じようになったよ！

活動を共有する発問



教師の関わり ～活動後の子どもへの発問～

さらに、子どもの考えを引き出したり、深めたりするために、見通しに対する子ど
もの根拠に立ち返る発問をします。活動前の自分と今の自分との比較を促すことで、
子どもの考えをよりはっきりとさせます。

最初は、～と思っていたよね。
けど、今はどう思っているの？

最初は～と思ってたけど、
…ってなったから

子どもの考えを明確にする発問



教師の関わり ～活動後の子どもへの発問～

活動前の自分と今の自分を振り返るような発問をすることで、子ども自身がその
1時間での自分の変化を実感することができます。それをふり返りとして、ノー
トに書くことで、より、その変化を実感することができます。

最初は～と思ってたけど、
…ってなったから

だって！

活動の前

活動の後



教師の関わり ～「どうして」の使い方～
「流れる水のはたらき」で、水をたくさん
流していると堤防が決壊し始めた場面

「どうして…」という言葉を
どのように使って声をかけますか？

5年生 「流れる水のはたらき」



教師の関わり ～「どうして」の使い方～

どうして

コースが崩れたの？

どうして

コースのその部分を
押さえているの？

結果に対して「どうして」 子どもの工夫に対して「どうして」

「流れる水のはたらき」で、水をたくさん
流していると堤防が決壊し始めた場面



教師の関わり ～「どうして」の使い方～

子どもが考えた工夫や判断したことには根拠があるので、「どうして」と聞い
ても答えられるだけではなく、本当は聞きたかった事実や結果に対する「どう
して」も含めて話し始めます。

どうして

コースのその部分を
押さえているの？

子どもの工夫に対して「どうして」



教師の関わり ～板書～

3年生 「明かりをつけよう」

6年生 「水溶液の性質とはたらき」



教師の関わり ～板書～

5年生 「流れる水のはたらき」

5年生 「植物の体のはたらき」



教師の関わり ～板書～

〇その時間に、子どもが一番夢中になって取り組んだことを板書
の中心に書きます。書けるものであれば、絵や図で
〇事実や結果と子どもの考えを書き分けます。混在してしまうと、
板書を基に考えることが難しくなります。



教師の関わり ～理科室の黒板～

とじた黒板に前時の活動を
書いておいて扉を開く



教師の関わり ～理科室の黒板～

前時→本時→次時へ と時系列に

前時

本時

次時へ



教師の関わり ～理科室の黒板～

中央の黒板が1時間の活動の中心となるものを書き、両サイドの
黒板はその時に必要なことに応じて使います。



子どものノート

〇結果だけじゃないノートに

〇表やグラフを子どもが書こうとする

〇絵や図などを子どもが書こうとする

〇子どものノートを高めるために



子どものノート ～どんなノートがいいノート？～

図や表、グラフが書
かれている

子どものその時間の考え友達の考えが書いて
あると…



子どものノート ～どんなノートがいいノート？～

理科の授業は観察や実験が中心となる授業です。活動に追われてしまって、子どもが書くこ
とになかなか意識を向けられないといったこともあります。しかし、ノートは子どもにとっ
ても、子どもの見取りといった面でも教師にとっても必要であることは変わりがありません。



子どものノート ～結果だけじゃないノートに～

子どもの活動に対する工夫の理由について聞きます。その上で、得られた結果
について、どう判断するのか（どう考えるのか）を促します。

黒板に磁石で紙を貼ってもつくから、
ここでもやってみたの

間に何かあっても、磁石のパワーが
届くんだよ。

どうして、磁石と鉄の間に
紙を挟もうと思ったの？

紙があるのにつくって、
どういうことだと思うの？



子どものノート ～結果だけじゃないノートに～

黒板に磁石で紙を貼ってもつくから、
ここでもやってみたの

間に何かあっても、磁石のパワーが
届くんだよ。

活動中に関わった際に、子どもが答えたことをノートに書いておくように
関わります。それにより、何を書けばいいのかを捉えられるようにします。

今、話してくれたこと、ノートに書いておいてね。



子どものノート ～表やグラフを子どもが書こうとする～

4年生 「電流のはたらき」6月単元

表やグラフで表すことで、結果を捉えやすくなります。



子どものノート ～表やグラフを子どもが書こうとする～

4年生 「天気と気温」5月単元

1つの単元だけではなく、それ以前からも授業の中で表やグラフを扱うようにします。



子どものノート ～表やグラフを子どもが書こうとする～

4年生社会科 「水はどこから」

他教科でも書き方や読み取り方を定着できるようにします。



子どものノート ～表やグラフを子どもが書こうとする～

最も大切なのは、表やグラフを使うことでどんなことがわかるのかを実感できるよ
うにすることです。その実感があるからこそ、子どもは必要な時に、考えるための
手段の1つとして表やグラフを書くようになります。

4年生算数科 「折れ線グラフ」



子どものノート ～絵や図を子どもが書こうとする～
３年生 「じしゃくにつけよう」

６年生 「大地のつくり」



子どものノート ～絵や図を子どもが書こうとする～

４年生 「動物の体のつくりと運動」



子どものノート ～絵や図を子どもが書こうとする～

子どものノートは板書に影響されます。

３年生 「音を出して調べよう」



子どものノート ～絵や図を子どもが書こうとする～

黒板にまずは先生が絵や図を書いてみてください。その絵や図に子どもが
付け足そうとするなど、子どもが見たものをより話してもくれます。

３年生 「物と重さをくらべよう」



子どものノート ～子どものノートを高めるために～

その時間の板書を表紙にして、自分
の考えをよく表せているノートを
ファイリングして掲示しています。



子どものノート ～子どものノートを高めるために～

1年間の木の様子の変化を子ども
の観察したものをはり合わせて、
掲示しています。



子どものノート ～子どものノートを高めるために～

掲示物としてノートをはっておくと、何気ないときに子どもたちはそのノート
を見ています。授業中に実物投影機を用いてノートを紹介するなど、ノートに
表された子どもの考えを広げていくための手立てをしています。



子どものノート



子どものノート



子どものノート



子どものノート

3つのノートは3年生「じしゃくにつけよう」の学習で、磁石に見えないけれど、鉄を引き
付ける力があるんだということを見出す時間のものです。どのノートもとてもいいと思い、
当時写真にとって残していたものです。



子どものノート ～教師のコメント～

このノートの どこに どのような
コメントをしますか？



子どものノート ～教師のコメント～

みえないでんぱみたいってこ
とは、どれだけはなれていて
も磁石の力が届くのかな？



子どものノート ～教師のコメント～

書いている内容についてコメントをします。そのコメントも、その子の
思考を促すようなコメントをすると、さらに次の活動が広がります。



子どものノート

一番大切なのは、その子がどのような考えのもと、どのような工夫をして活動
に取り組んでいたのかということです。その姿があるからこそ、子どもはノー
トに自分の1時間の足跡を残そうと思うのだと考えます。



子どものノート

主体的な子どもの姿を引き出せる授業。子どもの工夫や判断に関わり、その根拠
を価値づけられる授業。だからこそ、授業を通して、その子を理解し、成長を促
し、クラスのみんなとの関係をつくる場に、授業がなるのではないでしょうか。



最後に

自分の手で、自分が考えたことを目の前にあるものを使って実現し、自分の考えを作り出していく
のが理科のいいところだと思います。先生方には、子どもたちとともに驚き、一緒に考えていけるよ
うな理科の授業をしていただけたらと思います。自らが考えたことを実験を通して作り出していくか
らこそ、“失敗”ではなく、“失敗”も実験を通して明らかになった1つの結果になるのだと思います。


